
　

ロ
シ
ア
が
始
め
た
戦
争
は

４
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
は
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
傷
つ
け
ら
れ
殺
害

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

数
万
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が

強
制
的
に
ロ
シ
ア
に
連
れ
去

ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
は
軍
事
施

設
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
施

設
や
住
宅
を
も
昼
夜
問
わ
ず

ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
は
、
い

つ
ど
こ
で
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
が

あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
恐
怖

の
中
、
暮
ら
し
て
い
る
の
で

す
。

一
瞬
で
日
常
を
奪
わ
れ
た

あ
の
日
の
記
憶

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
１
９

４
５
年
８
月
９
日
、
４
歳
だ

っ
た
私
は
、
自
宅
の
庭
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
。
飛
行
機
の

音
が
し
た
か
と
思
っ
た
ら
、

突
然
ピ
カ
ー
ッ
と
見
た
こ
と

も
な
い
閃
光
が
走
り
、
数
十

秒
後
に
物
凄
い
爆
発
音
と
共

に
爆
風
が
吹
き
、
家
中
の
ガ

ラ
ス
が
割
れ
、
ふ
す
ま
も
障

子
も
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

急
い
で
逃
げ
込
ん
だ
裏
山
か

ら
、
み
る
み
る
う
ち
に
立
ち

昇
る
き
の
こ
雲
を
見
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。　
　

　

そ
の
日
の
夕
方
に
は
病
院

は
負
傷
者
で
一
杯
に
な
り
、

空
き
家
や
お
寺
な
ど
に
も
収

容
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
収
容
し
き
れ
な
い
状
況
で

し
た
。
医
薬
品
も
不
足
し
、

沸
騰
さ
せ
た
海
水
が
消
毒
液
、

な
た
ね
油
が
や
け
ど
の
薬
、

持
ち
寄
っ
た
古
い
シ
ー
ツ
や

浴
衣
が
包
帯
代
わ
り
で
し
た
。

看
護
の
手
も
足
り
ず
、
婦
人

平和学習会ｉｎナガサキ

戦争のない世界を目指して
　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
始

ま
り
、
３
年
半
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
停
戦
の
議
論
は
な
さ
れ
る
も
の
の
戦
争

は
続
き
、
今
も
多
く
の
人
々
の
尊
い
生
命
や
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
侵
攻
開
始
直
後
に
、
軍
事
侵
攻
に
反
対
す
る
声
明
を

発
表
し
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
緊
急
支
援
募
金
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
訪
日
に
合
わ
せ
、
グ
リ
ー
ン
コ

ー
プ
の
長
崎
、
ふ
く
お
か
、か
ご
し
ま
、く
ま
も
と
の
４
つ
の
会
員
生
協
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
現
状
を
伝
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
数
々
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
29
日
に
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
（
長
崎
）
が
開
催
し
た
平
和
学
習
会
で

は
、
原
爆
被
爆
者
も
講
師
と
し
て
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
共
有
し
て
平

和
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

会場：長崎原爆被災者協議会
　　　地下講堂
参加者：約100人（報道含む）

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、「
戦
争
は
最
大
の

暴
力
で
あ
る
」と
考
え
、「
不
戦
」
を
掲
げ
て

様
々
な
平
和
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協(

長
崎)

は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
日
本

原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会(

日
本
被
団

協)

の
田
中
重
光
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

平
和
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

原
爆
投
下
か
ら
80
年
が
経
ち
、
被
爆
者

の
生
の
声
を
聞
く
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
自
ら
の
辛
い
体
験
を
語
る
の
は
、

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
、

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
田
中

さ
ん
を
は
じ
め
日
本
被
団
協
の
方
々
は
語

り
続
け
、
昨
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
戦
争
の
な
い
世
界
を
願
う

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
戦
争
に
よ
っ
て

多
く
の
生
命
が
奪
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
は
、

危
険
な
目
に
遭
い
な
が
ら
も
戦
争
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
を
世
界
に
発
信
し
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
80
年
前
の
戦
争
で
起
こ
っ

た
こ
と
、
今
の
戦
争
で
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
改
め
て
戦
争
の
な
い
平
和
な

世
界
を
実
現
し
た
い
と
、
想
い
を
一
つ
に

し
ま
し
た
。

グリーンコープのウクライナ支援

ウクライナで起こっていること

ウクライナ・ジャーナリスト連盟 会長　セルゲイ・トミレンコさん（左）
ラジオ・オンラインジャーナリスト オルガ・ヴァカーロさん（中央）

「トルドヴァ・スラヴァ」新聞 編集長　スヴィトラーナ・カルペンコさん（右）

セ
ル
ゲ
イ
・
ト
ミ
レ
ン
コ
さ
ん

　

ロ
シ
ア
の
侵
略
が
始
ま
っ

て
か
ら
現
時
点
ま
で
に
、
１

２
７
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
全
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
連
盟
は
、
最
前
線
で
活

動
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

支
援
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

立
ち
上
げ
、
防
護
服
や
安
全

な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
、
戦
争
中
で
あ
っ
て
も
活

動
を
止
め
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
今
戦
争
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
国
民
、
そ
し
て
全
世
界
の

人
々
に
伝
え
る
責
務
が
あ
る

か
ら
で
す
。

首
都
キ
ー
ウ
の
防
衛
中
に
赤
ち
ゃ

ん
を
救
出
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
兵
士

（
２
０
２
２
年
）。

ウクライナのジャーナリストが、平和公園（長崎市）で組合員と一
緒に折鶴を奉納しました。

ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
に
よ
り
、
ザ
ポ
リ
ー
ジ

ャ
原
発
付
近
の
建
物
や
通
信
施
設
が
破
壊

さ
れ
て
い
る
。

高校の卒業式の様子を伝
える紙面（2025年７月
３日発行）。新聞は、戦争
のニュースだけでなく、
ウクライナに生きる人た
ちの日常も伝えている。

互いの平和への想いに共感し、手を取り合うジャー
ナリストと田中さん。

ジャーナリストたちはウクライナでの侵略者の
犯罪を記録し、戦争の真実を世界に伝えている。

　

２
０
２
２
年
３
月
４
日
、

ロ
シ
ア
軍
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最

大
の
原
子
力
発
電
所
、
ザ
ポ

リ
ー
ジ
ャ
原
発
を
攻
撃
し
ま

し
た
。
発
電
所
を
掌
握
し
た

ロ
シ
ア
軍
は
、
現
在
も
軍
事

基
地
と
し
て
占
拠
し
続
け
て

い
ま
す
。
周
辺
に
は
地
雷
が

至
る
所
に
埋
め
ら
れ
て
お
り
、

施
設
の
中
に
は
銃
や
爆
弾
な

ど
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
は
、

周
辺
地
域
を
攻
撃
し
た
ミ
サ

イ
ル
が
敷
地
内
に
落
ち
る
な

ど
、
と
て
も
危
険
な
状
態
で

す
。

オ
ル
ガ
・
ヴ
ァ
カ
ー
ロ
さ
ん

　

侵
略
前
に
約
１
万
１
０
０

０
人
い
た
従
業
員
は
、
現
在

は
約
３
０
０
０
人
し
か
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ロ
シ
ア
の
支

配
下
で
働
く
こ
と
を
拒
否
し

た
人
た
ち
の
中
に
は
、
拷
問

さ
れ
殺
害
さ
れ
た
人
も
い
ま

し
た
。

　

多
く
の
専
門
家
を
失
っ
た

発
電
所
で
は
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
行
わ
れ
ず
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
一
番
安
全
な
原
発

と
言
わ
れ
て
い
た
ザ
ポ
リ
ー

ジ
ャ
原
発
は
、
今
や
一
番
危

険
な
原
発
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

私
は
、
長
崎
原
爆
資

料
館
で
見
た
「
ノ
ー
モ

ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー

モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
、
ノ

ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

の
言
葉
に
、「
ノ
ー
モ

ア
・
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
」

を
加
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
同
じ
悲
劇
は

二
度
と
起
き
て
ほ
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

95
年
の
歴
史
を
持
つ
私
た

ち
の
新
聞
は
、
過
去
に
二
度

休
刊
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
一
度
目
は
第
二
次
世
界

大
戦
、
二
度
目
は
ロ
シ
ア
の

侵
攻
開
始
に
よ
っ
て
で
す
。

　

私
た
ち
の
街
へ
の
攻
撃
が

始
ま
っ
た
時
は
、
と
て
も
恐

怖
を
感
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
希
望
を
捨
て
ず
、

隣
町
に
避
難
し
て
活
動
を
続

け
る
決
断
を
し
ま
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

電
気
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

通
じ
ず
、
自
国
の
情
報
で
さ

え
得
ら
れ
に
く

い
市
民
が
多
く

い
ま
す
。
そ
の

人
た
ち
に
と
っ

て
新
聞
は
、
人

と
人
を
つ
な
げ

る
大
切
な
コ
ミ

ス
ヴ
ィ
ト
ラ
ー
ナ
・
カ
ル
ペ
ン
コ
さ
ん

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル

と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
支
援

の
お
か
げ
で
、
侵
攻
か
ら
一

年
後
に
新
聞
の
発
行
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

恐
怖
に
晒
さ
れ
な
が
ら
も
前

線
で
暮
ら
す
人
た
ち
や
、
自

分
た
ち
の
土
地
を
奪
わ
れ
避

難
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
新

聞
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
新
聞
を
待
っ
て

く
れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る

限
り
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

ウクライナジャーナリストからの

メッセージ

戦争を知らない子どもたちに
戦争をどう伝えるのか

　戦争を知るには、一般的な戦争の知

識より、被災者一人ひとりのストーリ

ーを通して見ることが、恐ろしさや残

酷さがより伝わると、長崎原爆資料館

を訪れて強く感じました。

　短い子どもの時期を幸せに過ごすの

はとても大事なことです。しかし、ウ

クライナの子どもたちは、その大事な

時期を戦争によって地下で過ごさなけ

ればなりません。戦争を知らない日本

の子どもたちに、戦争の巻き添えにな

っているウクライナの子どもたちのス

トーリーを伝えてほしいと思います。

ウクライナのジャーナリストから

　日本では終戦後、支え合って生きないとい

けない時に、被爆者への差別があったと聞き、

とてもショックを受けました。田中さんご自

身が大変苦しい経験をしたにもかかわらず、

自分に起きた悲劇を隠さずに語り続けている

ことに、感銘を受けました。　

　戦争のない世界を目指して諦めずに活動を

続けていることが、ノーベル平和賞という形

で実ったことは、本当に良かったと思います。

田中重光さんから

現在のウクライナの街は、80年前の広島や

長崎の風景とひとつも変わらないと思いまし

た。やせ細った子どもたちが泣き叫んでいる

姿を見ると、本当に許せない気持ちになりま

す。

一日でも早く停戦することを願います。ジ

ャーナリストのみなさんには、これからも身

体を大切にして、戦争の真実を伝えていって

いただきたいです。

　「戦争を知らない」ことは、子どもたちにとって一番い

いことだと思いますが、この先、日本も平和が崩される

時が来るかもしれません。そのような日が来ないように

するためにも、大人が歴史から学んだ教訓を子どもたち

に伝えていってほしいです。平和がいかに大事か、家族

で過ごすことがいかに大事か、そして「仲良くする」「人

にやさしくする」ことが平和の原点だということを、子ど

もたちに知ってほしいと思います。

　戦争を始めるのは大人ですが、犠牲になるのはいつも

子どもたちです。大人は、子どもを守るために力を尽く

さなければなりません。そのためには、私たち大人が責

任を持って平和教育をしていくことが大切です。そして、

国に対しても必要な意見は発信していきましょう。

互いの話を聞いて、感想を伝え合いました。

原爆投下によって人間に何が起こったか

１９８５年、渡英して自身の体験を語ったことを機に被爆者運動に携わる。

１９９９年には長崎被災協で相談員や語り部として活動を始め、２０１７年、会長に就任。

翌年、日本被団協の代表委員に選出された。

会
な
ど
に
召
集
が
か
か
り
、

母
も
手
伝
い
に
行
き
ま
し
た
。

主
な
仕
事
は
、
負
傷
者
の
傷

口
な
ど
に
つ
い
た
ウ
ジ
虫
取

り
と
ガ
ラ
ス
片
を
抜
く
こ
と

だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
夜
は
、

ウ
ジ
虫
が
身
体
を
侵
食
す
る

音
や
負
傷
者
の
う
め
き
声
が

聞
こ
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
地

獄
の
よ
う
な
光
景
で
、
毎
日

何
十
人
も
の
遺
体
が
裏
山
に

埋
葬
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

身
体
、心
、暮
ら
し
を

叩
き
の
め
し
た
原
子
爆
弾

　

原
爆
は
広
島
と
長
崎
に
投

下
さ
れ
、
60
万
人
以
上
の
人

が
被
爆
し
、
同
年
末
ま
で
に

長
崎
で
約
７
万
４
千
人
、
広

島
で
約
14
万
人
の
命
を
奪
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
被
爆
者

は
偏
見
と
差
別
に
苦
し
み
ま

し
た
。
男
性
は
職
に
就
く
こ

と
も
難
し
く
、
女
性
は
身
体

の
傷
の
せ
い
で
結
婚
を
諦
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

原
爆
は
投
下
さ
れ
た
あ
の

日
か
ら
ず
っ
と
、
被
爆
者
の

身
体
も
心
も
暮
ら
し
も
、
叩

き
の
め
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

平
和
な
世
界
が

訪
れ
る
こ
と
を
信
じ
て

　

核
兵
器
は
、
現
在
も
世
界

に
１
万
２
千
発
以
上
存
在
し
、

ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ
カ
が
そ
の

９
割
以
上
を
所
有
し
て
い
ま

す
。
終
戦
時
ア
メ
リ
カ
の
み

だ
っ
た
保
有
国
は
、
現
在
９

ヵ
国
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
80
年
の
間
、
世

界
の
様
々
な
国
や
地
域
で
戦

争
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

長
崎
被
災
協
の
メ
ン
バ
ー

は
、
昨
年
の
日
本
被
団
協
の

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
き

っ
か
け
に
、
改
め
て
多
く
の

人
た
ち
に
「
武
力
対
武
力
で

は
、
平
和
な
世
界
は
つ
く
れ

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
被

爆
体
験
を
語
る
こ
と
で
訴
え

よ
う
と
、
世
界
中
を
駆
け
回

っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
聞
き
手
は
、
明
日

の
語
り
手
で
す
。
戦
争
の
こ

と
を
知
り
、
平
和
に
つ
い
て

話
す
機
会
が
増
え
て
い
く
こ

と
を
願
い
ま
す
。

平和のために大人が子どもたちにできること

No.207

原発は環境にやさしいと言えるのか

グリーンコープ共同体組織委員会

ここ数年、国のエネルギー政策において、原発は発電
時にＣＯ₂を出さないという点が強調されています。果たし
てそのことだけで環境にやさしいと言えるのでしょうか。
燃料のウランの採掘現場では、放射能による環境汚染
が問題となっています。原子力発電所は、温排水により
海水温を上昇させている問題もあります。何といっても高
レベルの放射性廃棄物（核のゴミ）を生み続けています。
これだけでも環境への大きな負荷がかかっているのは明ら
かです。現在の核のゴミ処理問題、さらにひとたび事故
が起きれば、広範囲、長期間にわたり環境も生命も脅か
されることになります。
いくら聞こえの良い言葉を並べたところで、未来の環境
を守るための原発推進には無理があります。
国は、国民や環境のためというスタンスで原発の再稼
働や運転期間の延長、新増設の検討を進めています。エ
ネルギー問題が注目されている今こそ、環境に配慮したグ
リーンコープでんきを選択し広めていきましょう。

原発のない未来をつくろう

組合員の出資金で原発フリーの電気をつくります

（一社）グリーンコープでんき

グリーンコープ・グリーン電力出資金
10,589人 1,073,078,000円 （2025年9月25日現在）

ひろがれ!私たちの発電所

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」
という願いを、私たちの力で実現させましょう。

2025年8月の売電量
神在太陽光発電所
103,670kWh

定格出力1,057ｋＷｈ（309世帯相当）

5,584kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

5,043kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

5,612kWh
定格出力54ｋＷｈ（16世帯相当）

45,108kWh
定格出力376ｋＷｈ（110世帯相当）

164,154kWh
定格出力1,260ｋＷｈ（368世帯相当）

186,481kWh
定格出力1,550ｋＷｈ（453世帯相当）

75,909kWh
定格出力285ｋＷｈ（85世帯相当）

平池水上太陽光発電所

深年太陽光発電所

※オンサイトＰＰＡ太陽光発電所

若宮物流センター太陽光発電所

広島物流センター太陽光発電所

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所

グリーン未来ソーラー

※グリーンコープ関連の事業所屋根上に設置した太陽光発電設備で発電した電気を、送配電網を
通さずに直接その施設で利用しています。

い
の
ち

～今のウクライナで起こっていること、80年前の長崎で起こったこと～

カタログＧＲＥＥＮ25号で呼びかけた

２０２５年ウクライナ支援募金
へのご協力ありがとうございました

合計 ５，８８４，９００円
寄せられた支援金は、「チェルノブイリ医療支援ネットワー
ク」と「食品と暮らしの安全基金」を通じてウクライナの支
援活動に役立てられます。

グリーンコープ
の支援によっ
て、ウクライナ
が奪還した地
域及び前線地域で、25の
地方紙が復刊したことへの
感謝が伝えられました。

田中重光さん

田中重光さんからのメッセージ

私
た
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は

戦
争
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
を
伝
え
続
け
ま
す

ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
へ
の
侵
略
は

全
世
界
の
脅
威
と
な
っ
て
い
ま
す

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
支
援
で

新
聞
の
発
行
が
再
開
で
き
ま
し
た

※
上
の
3
点
の
写
真
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
連
盟
の
当
日
資
料
よ
り
。

日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）代表委員

長崎原爆被災者協議会（長崎被災協）会長

2022年４月　
ウクライナへの軍事侵攻に断固反対する声明
を発表。

2022年５月
ウクライナ・緊急支援募金
総額１９,６２８,２７１円が集まり、ウクライナ
のジャーナリストをはじめ、ウクライナの支援
に取り組む団体へ届ける。

2022年７月
ウクライナのジャーナリスト団体より感謝状と
勲章が届けられる。

2025年8月
ウクライナ・ジャーナリスト連盟より感謝状と
勲章が届けられる。

 （2025 年 11月 1日）  第 505 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 505 号  （2025 年 11 月 1 日） 共 生 の 時 代


